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１．研究の背景と目的  

近年，局地的大雨や集中豪雨が多発しており，それ

らに起因する洪水氾濫や土砂災害も増加傾向にある．

被害を軽減するためには，降雨の観測精度の向上や

迅速な情報提供が必要不可欠である．現在，降雨の観

測方法について X バンド MP レーダーが注目を浴び

ている．それは，X バンド MP レーダーが二重偏波

の利用により高頻度かつ高解像度の観測を可能とし

ているためである．一方，その波長が短いため降雨減

衰の影響を受けやすいという欠点を有している．特

に X バンド MP レーダーの欠測値の存在は利用上の

障害となっている．  

そこで本研究では，X バンド MP レーダーの欠測

領域を C バンドレーダーで補完することを試み，そ

の精度の検証を行う．なお，本研究では表-1 に示す

降雨を対象とする．対象とした降雨は，一部の地域に

降った雨や広範囲で降った雨，弱い雨，強い雨など

様々な降雨パターンを選んだ．なお，2014 年の雨は

広島市で土砂災害を引き起こした降雨である． 

 

２．欠測領域の補完方法 

X バンド MP レーダーの欠測領域の補完を 2 通り

の方法で行った 1)，2)． 

第 1 の補完方法の流れを図-1 に示す．まず，C バ

ンドレーダーの観測間隔に合わせるため，X バンド

MP レーダーを 10 分間の積算雨量に変換する．次に， 

X バンド MP レーダーと C バンドレーダーのメッシ

ュサイズを合わせるため，X バンド MP レーダー

250m 四方の雨量 4×4 個の値を算術平均し，1km 四方

の雨量 1 個にする（以後 Xrainave と表記）．このと

き，4×4 個の雨量データのうち 1 個でも欠測データ

があれば，このデータを含む 1km 四方のデータを欠

測として扱う．次に，Xrainave の観測データがある場

合と欠測や観測範囲外の場合で場合分けを行い，新

しい降雨量（以後 XCrain）を算出する．Xrainave の

観測データがある場合には，Xrainave を XCrain とす

る．Xrainave の観測データが欠測や観測範囲外であ

る場合は，C バンドレーダーのデータ（以後 Crain）

表-1 対象とする降雨日・時間 

2014 年 8/19 00:00～8/20 05:00 

2015 年  6/20 18:00～22:00  7/1  2:00～07:00 

7/10 17:00～21:00  8/25 09:00～14:00 
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表-1 地上雨量との誤差 

図-1 補正係数を導入しない補完方法 

図-2 補正係数を導入する補完方法 



をそのまま XCrain とする．  

次に，第 2 の補完方法の流れを図-2 に示す．

Xrainave を求める段階までは 1 つ目の方法と同じで

ある．次に，Xrainave と Crain のデータの相関係数 r

を求めると同時に，直線関係式 Xrainave=α･Crain を

用いて Xrainave を補正するために，最小自乗法を用

いて補正係数 α を求める．そして，Xrainave の観測

データがある場合と欠測の場合で場合分けを行い，

新しい降雨量（以後 XCrain）を算出する．Xrainave の

観測データがある場合には，Xrainave をそのまま

XCrain とする．一方，Xrainave の観測データが欠測

である場合には，さらに相関係数 r の値によって場

合分けを行う．r が 0.7 以上の時，α は信頼できると

し，Crain に α を乗じたものを XCrain とする．r が

0.7 より小さい時は，αは信頼できないとし，Crain を

そのまま XCrain とする． 

 

４．欠測領域の補完結果と考察 

図-3 に，一例として，X バンド MP レーダーの欠

測領域（図中の黒色）の補完結果について，Xrainave

（左上），Crain（右上），第 1 の補完方法による XCrain

（左下），第 2 の補完方法による XCrain（右下）の 10

分間雨量の降雨分布を示す．左上図の Xrainave の欠

測領域を補完できていることがわかる．そこで，補完

した 10 分間降水量について地上雨量の値と XCrain

の値を比較することによって制度を検討した．表-2

に示すように，地上雨量とXCrainの誤差の合計を ε，

誤差の 2 乗の合計を ε2 とする．この表より，ε2 の値

を見ると，あまり差はないが，εの値と ε2の値どちら

とも補正係数を用いた方が地上雨量との誤差が小さ

く，補正係数を用いた方の精度が良いことがわかる．

これは，C バンドレーダーの値のばらつきが大きく，

精度があまり良くないため，補正係数を用いた方の

補完結果が良かったと考えられる．なお当然である

が， X バンド MP レーダーが欠測かつ C バンドレ

ーダーの精度が悪いところでは，補正をしても精度

は向上しない． 

 

５．まとめ 

以上より，X バンド MP レーダーの欠測領域を C

バンドレーダー用いて補完をした結果，C バンドレ

ーダーの雨量データをそのまま用いて補完するより

も，X バンド MP レーダーと C バンドレーダーの雨

量データを用いて補正係数を求め，C バンドレーダ

ーの雨量を補正して補完した方の精度が良かった．

また，どちらの補完方法にも共通していることは，X

バンド MP レーダーが欠測かつ C バンドレーダーの

精度が悪いところでは，補正をしても精度が悪いま

まであった．これは，補正係数の値を見直すことで改

善されると考えられる．本研究では補正係数を求め

る段階で，X バンド MP レーダーを 250m 四方から

1km 四方に変換するときに平均化を用いたが，他に

も方法があるため改善の余地があると考える．また，

今回は 5 つの降雨イベントの精度検証を行ったが，

降雨イベントを増やし，サンプル数を増やして精度

検証を行う必要がある． 
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図-3 2014 年 8 月 20 日 3 時 20 分の 10 分間雨量 

表-2 地上雨量との誤差 


